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１．研究目的 

 温暖化による湖水温上昇は、湖産アユの稚

魚期の餌料となる動物プランクトンの消長に

も密接に関係するものと考えられるため、主

な動物プランクトンの「生息密度」と「湖水

温」との相関関係を調べるとともに、親アユ

の遡上と仔アユの流下する時期、特に後者の

初期餌料分布域として位置づけられる河口付

近の水温躍層の変動を調べた。 

２．研究方法 

・湖産アユの餌料となる動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ４種類(ﾔ

ﾏﾄﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ,ｶﾌﾞﾄﾐｼﾞﾝｺ,ｹﾝﾐｼﾞﾝｺの幼生:

ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ ,ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ)の生息密度と水温(湖

水温が平年値より極端に高い年と低い年を含

む平成 17年 1月～平成 20年３月の｢琵琶湖定

期観測データ｣)との関係を｢ｽﾋﾟｱﾏﾝの順位相

関係数の検定｣で調べた。 

・アユの産卵時期の８月～11 月にかけて、 

安曇川と姉川の河口地先水深 30ｍ地点にお 

いて水深５ｍ間隔に設置した自記記録水温計

により水温躍層の形成状況を観た。 

３．研究結果 

・ﾔﾏﾄﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ、ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ、ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ

は東岸側の St１から St３にかけ水深 0m～10m

層で強い正の相関がみられたが、St４,St５の

４種とも、また全地点のｶﾌﾞﾄﾐｼﾞﾝｺは強い相関

は観られなかった。今後、季節別にアユのこ

れらﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝへの捕食圧も加味した解析等が

必要と考えられる。（表 1～4） 

 

 

 

 

 

 

 

・姉川の河口地点(水深 30ｍ)で、10 月８日に

紀州沖南部水域から伊勢湾付近を進み本県に

最も接近し通過した台風 18 号による躍層の

上下の大きな振れ(内部波)を観測し、その水

温分布の乱れは、特に水温躍層以下の水深に

おいて約 2 日半に渡って観測された。（下図） 

・この水温躍層の大きな乱れは、アユ仔魚が

河口上流域でふ化し流下してくる時期でもあ

り、その初期生残等への影響が懸念された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0～10 0.85 0.81 0.70 0.44 0.46 0～10 0.85 0.63 0.55 0.23 0.31
10～20 0.71 0.46 0.35 10～20 0.38 0.17 0.14
20～40 0.36 0.01 20～40 -0.15 -0.12

40～75 0.26 40～75

　　　　　　　地
点 St1 St2 St3 St4 St5

　　　　　　　地
点

 表1 ﾔﾏﾄﾋｹ゙ﾅｶ゙ｹﾝﾐｼ゙ﾝｺ  Eodiaptomus japoni   表2  ﾉー ﾌ゚ﾘｳｽ  Nauplius

St1 St2 St3 St4 St5

0～10 0.79 0.74 0.58 0.62 0.38 0～10 0.55 0.52 0.49 0.42 0.36
10～20 0.49 0.55 0.50 10～20 0.25 0.52 0.03
20～40 0.37 0.18 20～40 0.52 0.03
40～75 0.19 40～75 0.25

St4 St5
　　　　　　地

点
St1 St2 St3 St3 St4 St5

　　　　　　　地

点
St1 St2

  表4  ｶﾌ゙ﾄﾐｼ゙ﾝｺ Daphnia galeata  表3  ｺﾍ゚ﾎ゚ﾃ゙ｲｯﾄ Copepodid

8日0時

8日6時

8日12時

8日18時

9日0時

9日6時

9日12時

9日18時

0m

10m

20m

30m

5

10

15

20

25

水温 (℃ )

↑測定日時
水深(m )

図　姉川河口水深30m地点の垂直水温分布
（10月８日０時から10月９日23時まで）
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